
令和４年度（２０２２年度）

第5回

川口中学校区地域づくり推進会議

令和４年（２０２２年）10月15日（土） ９：３０～１２：００

川口中学校１階 被服室

八王子市 未来デザイン室
株式会社アール・ピー・アイ
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本日のプログラム
会場

川口中学校１階 被服室

１ 開会

２ 本日の議題確認

３ 議題

（1）運営担当打ちあわせの報告 【5分】

（2）アクションプランを検討しよう 【60分】

＜休憩＞ 10：40～10：50頃

（3）推進会議の体制について検討しよう 【５０分】

（4）地域フォーラムの開催に向けて 【15分】

（5）部会活動の共有 【５分】

4 閉会

【配布資料】

資料１：ゼロカーボンシティの実現に向けて地域に取り組んでほしい事業一覧

資料２：川口中学校区地域フォーラム募集チラシ（案）

【第６回の開催日程等】

令和４年（２０２２年）1２月1７日（土） 9：30～12：00（予定） 川口中学校1階 被服室

【地域フォーラムの開催】

令和４年（２０２２年）11月26日（土） 14：00～16：00（予定） 川口市民センター
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３ 議題

（１）運営担当打ちあわせの報告 【5分】

• アクションプランの検討、推進会議の進め方などに関する打ちあわせを９月２８日（水）に
行いました。

項目 主な内容

アクション
プラン

○第4回推進会議までの議論を踏まえたアクションプランの検討

・「アクションプラン」は、昨年度にとりまとめた地域づくり推進計画に記載があ
る「アクションプラン」（p.12）をベースに考える。
・市が提示している4つの共通テーマは、計画に記載するアクションプランと掛
け合わせて考えていく。公共施設の再編＝活動拠点、行政との連携など。
・川口中学校区では、「地域コミュニティの活性化」「担い手の育成」が喫緊の課
題。特に上川では、子育て世代が減少している傾向。若い世代に転入してもら
えるような取組が必要。（例：コミュニティカフェ、子どもの居場所づくりなど。）

推進会議
のしくみ

○推進会議のしくみ、体制の検討

・推進会議の活動が継続するよう、団体で参加する体制が必要だが、団体の代
表者はすでに負担が大きい。団体だけではなく、個人の参加を促していく必要
がある。
・多世代、多様な住民が参加できるようなしくみにしていきたい。

地域づくり
フォーラム

○フォーラムの進め方、発表者について検討

・推進会議からの報告・発表者を、運営担当6名で分担しても良い。
・意見交換を行う際には、運営担当以外の推進会議参加者が進行役を担うこと
でも良い。
・託児サービスがあると子育て世代をフォーラムに誘いやすい。
⇒実施有無については事務局で検討。

（２）アクションプランを検討しよう 【60分】

① 推進計画で位置付けるアクションプランのうち、地域課題として顕在化している

「担い手の育成」「地域コミュニティの活性化」につながる取組から実施していく。

② 取組を検討するに当たっては、３つの共通テーマ（公共施設再編、地域防災、

カーボンニュートラル）と、１つの視点（DX）に掛け合わせていく。

①担い手の育成、若い世代が参加しやすい工夫（子育て支援含む）

②地産地消の学校給食

③防災に対する地域全体での取組

④情報発信などによる推進会議の認知度の向上

ア これまでの振り返り

【第4回推進会議の検討結果】

【運営担当での検討結果】
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イ 検討結果を踏まえたアクションプランの考え方

【共通テーマと掛け合わせるアクションプラン（案）】

● 活動拠点の整備

● 地域情報の発信力の強化

● 地域コミュニティの活性化

● 行政との連携強化

● 交通利便性の向上

● 地域の担い手の育成

【推進計画に記載している
アクションプラン】 【運営担当打ち合わせ】

● 地域コミュニティの活性化

● 地域の担い手の育成

【共通テーマ】

● 公共施設再編

● カーボンニュートラル

● 地域防災

● DX（検討の視点）

掛け合わせ

〇 公共施設の再編に向けた検討

● アクションプラン：活動拠点の整備

● 運営担当：地域のコミュニティの活性化

● 共通テーマ：公共施設再編

概要
・地域の実情に応じた活動
拠点として整備を進めてい
くため、市と協働して検討を
すすめていく。

〇 防災教室の開催

● アクションプラン：行政との連携強化

● 運営担当：地域の担い手の育成

● 共通テーマ：地域防災

概要
・地域内の防災力向上に向
けて、防災教室を開催する。

〇 マルシェの開催（活動中）

● アクションプラン：プラットフォームづくり

● 運営担当：地域のコミュニティの活性化
地域の担い手の育成

● 共通テーマ：カーボンニュートラル

概要
・地域のプラットフォーム
を構築していく一環として
開催するマルシェのなかで、
「フードドライブ」を実施し、
カーボンニュートラルの意
識啓発を図る。
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（３）推進会議の体制について検討しよう 【５0分】

ア これまでの振り返り

①推進会議参加者の意見に偏りがないよう、確認するための意見収集が必要

②意見を求めるにしても、推進会議の認知が無い。推進会議を認知してもらえる

よう、団体や企業経由の周知の他、マルシェを活用してはどうか。

③町会では、コロナによる影響を受けたが、対面でなくても書面で意見集約がで

きたという実績があり、他の団体でも広めてみてはどうか。

【第4回推進会議の検討結果】

【運営担当での検討結果】

１ コミュニティや福祉、環境、教育など、あらゆる分野の地域の構成員が一堂に
会し、地域情報を共有し意見交換すること

２ 地域の魅力や課題を把握し、「地域カルテ」として取りまとめ、情報発信するこ
とで地域活性化を図ること

３ 地域のありたい姿の実現に向けて、「地域別推進計画」を策定し、地域が主体
的に地域の魅力の向上や課題解決に取り組むこと

４ 推進会議の参加者のみならず、構成員にも広く推進会議への参加を呼びかけ、
これまで地域活動に関わりがなかった住民等の参画を促し地域活動の輪を広
げること

５ 地域と行政との連携を強化し協働のまちづくりを推進していくこと

イ 地域づくり推進会議の活動

住民が主体となって会議の運営や活動を進めていきたい。

⇒全体会で話しあったことを地域に共有・決定する方法を検討すべき。
推進会議（部会）を中心に、アクションプランの企画及び実行してはどうか。

⇒考え方としては良いが、全体会や部会の構成、役割を整理すべき。
様々な団体・住民が加わり、情報共有や活動の連携実施をしていきたい。

⇒事務局の考え方のほか、多世代・多様な住民の参画方法を検討すべき。

ウ 具体的なアクションプランの検討

（ア） 令和５年度（2023年度）から取り組んでいく３つのアクションプランと既に取り組ん
でいるアクションプランに対する共通テーマの掛け合わせ方を全体で確認します。

（イ） そのほかに取り組んでいくアクションプランの有無について確認します。地域づくり
推進計画に記載するアクションプランを全体で決定します。

※ 検討に当たっては、資料１：「ゼロカーボンシティの実現に向けて地域に取り組んで
ほしい事業一覧」も踏まえて確認します。

※ 本検討結果は、１１月２６日（土）開催の地域フォーラムで発表します。
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【推進会議の体制案】

● 全体会・・・・・・本推進会議のこと

● 役員会・・・・・・運営担当打ち合わせのこと

● 〇〇部会・・・・アクションプランごとの部会

（現：コミュニティカレンダー部会及びマルシェ部会）

● 総会・・・・・・・・新規設置

【補足説明】

※ 本検討結果は、１１月２６日（土）開催の地域フォーラムで発表します。

ウ 推進会議の体制に関する検討

（ア） 下表をもとに、令和５年度（２０２３年度）以降の体制を全体で検討し、仮決定します。

（イ） 以下の項目について全体で検討します。

〇 地域意見の集約場所：全般（役員会）、アクションプラン（部会）

〇 地域としての決定場所：総会、または地域フォーラム

※ 主な役割については、第６回推進会議で引き続き検討していきます。
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（４）地域フォーラムの開催に向けて 【１５分】

• 推進会議での取組やアクションプランを広く地域に周知するとともに、新たな意見や情報
を得る場となる「地域フォーラム」を11月26日（土）に開催します。

• 取組発表や呼びかけについては、運営担当である6名に行っていただきます。

• 後半の意見交換では、その他の推進会議参加者の皆様がテーブルごとにファシリテー
ター（聞き役）となって、参加者の意見や提案を聞いていただきたいと思います。
※ 各テーブルには、事務局や委託事業者、相談機関の皆様が入り、サポートを行います。

• 推進会議に関わってほしい、部会メンバーにしたい人など、今後の地域づくりの仲間とな
りそうな人を、ぜひ地域フォーラムに連れてきてください。

※ 地域フォーラムでの部会活動の報告内容は、部会ごとに検討をお願いします。

資料2：川口中学校区地域フォーラム募集チラシ（案）

＜地域フォーラムの内容＞（予定）

 オリエンテーション ＜５分＞

 地域づくりとは？ ＜10分＞

 推進会議に関する説明、報告 ＜50分＞

・川口中学校区における推進会議の経過

（これまでの取組経緯、活動の様子の紹介）

・部会活動などの取組紹介

・アクションプランなど今後の取組方針、見通し

・地域づくり推進会議への協力・参加の呼びかけ

 意見交換（案） ＜50分＞

テーマ１：地域づくりを知っていますか？

テーマ２：地域づくりを広めていくためのアイデア

テーマ３：アクションプランに関するアイデア

（5）部会活動の共有 【5分】

• 部会活動について全体で共有することがありましたら、報告をお願いします。

エ 令和5年度（2023年度）からの活動に関する意見交換

• 令和5年度（２０２３年度）以降、市や関係団体と連携しながら推進会議を運営していくに
当たって、検討する必要があること、疑問などを２つのテーブルに分かれて検討します。

• 検討結果を全体で共有し、推進会議に対する皆さんの考えを洗い出し、整理します。
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推進会議参加者

名前 所属

荒井 冨雄 地域住民（会社役員）

荒木 紀行 川口地区町会自治会連合会

稲原 恵美 川口小学校ＰＴＡ

久保 芳男 地域住民（川口町東部町会 会長）

白鳥 豊彦 自営業

白鳥 信行 川口福寿草の会

田倉 聖一 川口中学校学校運営協会

外山 朋子 川口小学校ＰＴＡ

内藤 佳代子 川口中学校ＰＴＡ

内藤 妙美 地域住民（青少年対策川口地区委員会）

内藤 トシ枝 民生児童委員第９地区

中村 八重 地域住民（主任児童委員)

古田 哲夫 上川口小学校学校運営協議会

前川 千鶴 青少年対策川口地区委員会

安田 美樹子 上川口小学校ＰＴＡ

山口 茂 地域住民（NPOからまつ）

大石 宗典 美山小学校PTA

髙野 重春 川口やまゆり住民協議会

中尾 直子 松枝小学校ＰＴＡ

平井 和枝 市民活動協議会


